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令和６年度 第１回 宇和島市農山漁村再生可能エネルギー導入促進協議会

議 事 録

１．開催日時 令和７年３月 25日(火) 15：00 ～ 15：40

２．開催場所 宇和島市役所 地下会議室

３．出席者

(1) 委員 (23 名)

宇和島市 産業経済部長 梶原 祥敬

宇和島市 市民環境部長 平田 幸

宇和島市 産業経済部 農林課長 岩見 藤三郎

宇和島市 市民環境部 生活環境課長 谷村 國光

宇和島市 津島支所長 山田 政彦

宇和島市農業委員会 会長 小清水 千明

宇和島市農業委員会 事務局長 庵﨑 正幸

カセイ物産(株) 管理部総務課 王 煒程（web 出席）

(株)ORC ホールディングス 総務部長 後藤 正樹（web 出席）

(株)GF 職務執行者 陶久 晴岳（web 出席）

JR 東日本エネルギー開発(株) 事業開発本部 開発部長 鬼澤 徹

津島町土地改良区 理事長 山本 岩太郎

岩松水利組合 組合長 石丸 哲哉

寿町水利組合 代表 泉 定男

天王堰水利組合・吉井堰水利組合 組合長 内山 均

農事組合法人増穂生産組合 代表理事 梶原 忠

南予森林組合 宇和島事業所 担当 河野 崇

御槇財産区管理会 会長 山口 一光

畑地財産区管理会 会長 山中 均

寿町自治会 自治会長 泉 富樹

御槇地区自治会 自治会長 代表 松浦 正文

上槇地区自治会 自治会長 代表 小川 幸太郎

愛媛大学大学院理工学研究科 教授 松下 正史（web 出席）

(2) 関係者 (4名)

(株)GF 槇川正木ウインドプロジェクト 川崎 俊也

(株)GF 槇川正木ウインドプロジェクト 電気主任技術者 岩村 友和

JR 東日本エネルギー開発(株) 事業開発本部 企画部 マネージャー 菊池 亮

中国四国農政局 生産部 環境・技術課 課長補佐 藤原 高広（web 出席）

(3) オブザーバー (2 名)

愛媛県南予地方局 農業振興課担当係長 岩本 洋

愛媛県南予地方局 森林林業課主任 萩原 竹人

(4) 事務局 (4名)

宇和島市 市民環境部 生活環境課 課長補佐 兵頭 利樹

〃 課長補佐 立花 裕嗣

〃 環境政策係長 梶原 純

〃 環境政策係主任 木下 嘉洋
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４．議案

(1) 岩松地区・増穂地区の太陽光発電設備の実績報告等について

(2) 槇川正木ウインドファームの進捗状況等について

５．配布資料

・協議会次第

・委員名簿

・別添資料１－１ 太陽光発電事業収支報告書（カセイ物産㈱）

・別添資料１－２ 太陽光発電事業収支報告書（㈱ORC ホールディングス）

・別添資料２－１ 槇川正木ウインドファームの進捗状況について

・別添資料２－２ 再生可能エネルギーの発電設備の整備と併せて促進する農林漁業の健

全な発展に資する取組に関する事項(地元貢献策の進捗報告)について

６．議事

【 開 会 】

事務局 開会を宣言。

所属委員 27 名のうち 23 名が出席しており、協議会設置要綱（以下、要

綱）第 7条第 1項により、委員の過半数の出席を充足し、協議会の開催が

成立していることを報告。

協議会の設置目的と委員の構成について説明。

【 委 員 出 席 者 紹 介 】

当日出席している委員・関係者・オブザーバー・事務局の紹介。

【 会 長 選 任 】

事務局 委員の任期更新後初めての協議会となるため、改めて協議会会長の選任

を行いたい。

会長は、会議の進行や、意見の取りまとめを行う役割となる。

会長の選出については、要綱第 4条第 2項の規定により、委員の互選に

より定めることとなっているが、自薦、或いは推薦の提案はないか。

谷村委員 津島町土地改良区の山本理事長を推薦する。

事務局 山本岩太郎委員の会長就任に異議はないか。

全体 （異議なし）

事務局 山本岩太郎委員、承諾いただけるか。

山本委員 承諾する。

【 会 長 挨 拶 】

山本会長 山本岩太郎会長より挨拶。

【 副 会 長 選 任 】

事務局 続いて、協議会副会長の選任を行いたい。

副会長は、要綱第 4条第 3項に基づき、会長が指名することとなってい

る。

山本岩太郎会長に指名をお願いする。

山本会長 宇和島市 市民環境部長 平田委員を副会長として指名する。

平田副会長 平田幸副会長より挨拶。

【 資 料 確 認 】
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事務局 配布資料を確認。

以後、要綱第 6条第 1項に基づき、会長に議事進行を依頼する。

【 協 議 】

議案 1

岩松地区・増穂地区の太陽光発電設備の実績報告等について

山本会長 津島町岩松地区・増穂地区で実施されている太陽光発電事業について、

事業者に実施報告を求める。

岩松地区について、カセイ物産(株)からの報告を求める。

王委員 令和 6年の収入額及び支出額については、別添資料１－１のとおり。

売電収入が令和 5年より 80 万円程度高い金額となっており、売電以外の

収入はない。

経費は、保険料が令和 5年に比べ半額程度になっているが、これは弊社

の保険をあまり使わずに済んだためである。また、修繕費についても、か

なり金額を抑えることができた。

山本会長 報告について、質問・意見・要望はないか。

中国四国農政局 藤原様・村上様、補足等はないか。

農政局

藤原課長補佐

今のところ補足はない。うまく利用できているし、継続していってもら

いたい。

山本会長 増穂地区について、(株)ORC ホールディングスからの報告を求める。

後藤委員 令和 6年の収支状況については、別添資料１－２のとおり。

差引収支が前年比で約 31％の増益となっている。

除草について、これまでフェンスの外側は地元の方の協力を得て実施し

てきたが、フェンスの内側は配線の切断による事故等の危険性により、あ

まり実施できていなかった。ようやく令和 6年 3月に専門業者による除草

を実施することができ、除草委託料は前年比で約 9倍かかったが、結果と

しては増益に繋がったと考えている。今後も年 3回の除草は継続していく。

山本会長 報告について、質問・意見・要望はないか。

中国四国農政局 藤原様・村上様、補足等はないか。

農政局

藤原課長補佐

特にない。

山本会長 それでは、異議なしと認め、当議案を承認するものとする。

全体 (異議なし)

議案 2

槇川正木ウインドファームの進捗状況・整備計画等について

山本会長 津島町槇川地区で建設されている槇川正木ウインドファームの進捗状況

について、(株)GF からの説明を求める。

岩村電気主任

技術者

工事の進捗状況について、別添資料２－１を基に説明する。

現在、送電線の埋設、基礎工事が終わり、4月から風車の輸送を開始す

る。来年の今時期には風力発電所が稼働している予定。

3月 12 日にはドローンを使用し、1～8号機にかけての現場状況等を撮影

している。

2月 24 日の基礎工状況の写真には積雪している様子も写されているが、

冬場は雪の影響で作業が出来ないこともあった。

宿毛新港仮置場の写真は、4 月から輸送開始する風車部品が水切りされ

ている状況を写したものとなっている。宿毛新港から平碆にかけては、夜

間輸送により、風車サイトまで 2日間かかる予定となっている。

山本会長 続いて、風力発電事業に関する地元貢献策について、ＪＲ東日本エネル

ギー開発(株)からの説明を求める。
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鬼澤委員 地元貢献策の進捗について、別添資料２－２を基に説明する。

地元産品の PR として、JR 東日本グループの EC サイト「JRE MALL」を活

用し、「宇和島マルシェ」という名称で地産品の販売を行っている。期間は、

宇和島市の柑橘や海産物が旬を迎える時期として、2月 1日から開始し、4

月 30 日までの 3ヶ月間としている。

本取り組みにおいては、市内 19の生産者が出品している。体制として、

企画は槇川正木ウィンドファーム合同会社（SPC）、運営は JR東日本商事、

協力は宇和島市となっている。JR 東日本商事が生産者より商品を仕入れる

が、発送自体は生産者から購入者へ直送なので、新鮮な地元産品を届ける

ことができる。

売電開始前ではあるが、予算措置をしており、その予算を活用して特設

WEB サイトを制作した。単に商品を販売するサイトではなく、生産者のこ

だわりや地域の特長など、宇和島市の魅力が伝わるサイトとなるよう、生

産者への取材記事を作成し、「柑橘王国」「宇和海の幸」「郷土料理」「宇和

島ブランド」の 4つの切り口から宇和島市の魅力を伝える工夫をした。ま

た、取り組み自体の趣旨を伝えるものとして、主催者と宇和島市のメッセ

ージも掲載した。

情報発信として、JED・GF・JR 東日本商事・宇和島市の連名でプレスリリ

ースを実施した。また、JR 東日本グループや宇和島市をはじめとする各種

SNS や各社 WEB サイトへの掲載も行い、愛媛県東京事務所の協力の下、都

内アンテナショップや宇和島市関連の飲食店などで本イベントのチラシを

設置した。販売促進として、一般消費者向けには先着・数量限定で 5,000

円以上の購入者へ 1,000 円クーポンの配布を 2月 1日から開始しており、

他にも JR 東日本グループ社員向けとして 3 月 17 日から 3 月 24 日の期間

限定で 10%オフキャンペーンを実施した。

イベント期間の中間地点である 3月 15 日までの売上は、目標額 100 万円

に対して約 65万円となっている。また、プレスや各種情報発信の効果もあ

って、ネット記事など多くのメディアに取り上げられたことにより、宇和

島市の PR にも繋げられたのではないかと考えている。

山本会長 報告について、質問・意見・要望はないか。

中国四国農政局 藤原様・村上様、補足等はないか。

農政局

藤原課長補佐

槇川正木ウィンドファームは、多少工事の進捗が遅れたという説明だっ

たが、最終的な完了は計画通りと見受けられるので、引き続き工事が無事

に完了し、取り組みが開始されることを期待している。

地元貢献策については、まだ施設が完成していない中、事前に取り組んでい

るということで、非常にありがたく思い継続して欲しい。

この制度については、基本方針の一部を改正をするため、パブリックコメン

トをかけている。以前の方針では、600 億円の経済効果を目標として掲げてい

たが、それは令和 5年に達成した。今度は取り組み自体を増やすことが目標と

なり、現在、全国で 100 と少しの地域で取り組みが実施されているが、それを

2030 年までに 200 以上構築ということが掲げられている。宇和島市は当管内

において、この制度ができてから、かなり初期の方に取り組んだ事例となる。

これから取り組んでいく地域にとって良い事例となるよう、今後も有効に取り

組んでもらいたい。

山本会長 その他、委員から意見等はないか。

それでは、異議なしと認め、当議案を承認するものとする。

全体 (異議なし)

【 そ の 他 】

山本会長 その他、全体を通して、質問・意見・要望等はないか。
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以上

ないようであれば、議事を終了し、事務局に進行をお返しする。

【 事 務 連 絡 】

事務局 要綱第 8条第 3項に基づき、後日議事録を公表する旨を説明。

委員報酬の支払いに関する手続きについて説明。

【 閉 会 】

事務局 閉会を宣言。


